
１
３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
九
二

年

⑤
　
夕
　

　

「
二
重
県
桑
名
郡
柚
井
貝
塚
発
見
墨
書
土
器
」

（考
吉
学
雑
誌
二
一
十
一
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二

一
年

０
島
田
貞
彦
　
「伊
勢
国
桑
名
郡
柚
井
貝
塚
に
就
い
て
」

（考

古
学
雑
誌
三
二
十
一
〇
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
二
年

０
三
重
県
教
育
委
員
会

「柏
井
の
遺
跡
」
（Ｆ
一重
考
吉
図
録
し
　
　
　
　
　
一
九
五
四
年

①
鈴
木
敏
雄
　
『
二
重
県
考
古
誌
考

１
　
桑
名
郡
多
度
町
柚

井
貝
塚
誌
考

全
』
全
一重
県
郷
土
資
料
叢
書
３３
）

一
九
七

一
年

（栄
原
永
遠
男
）

秋
田
・払
田
柵
跡

１

所
在
地
　
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町

（旧
高
梨
村
）
大
字
払
田

・
同
郡

千
畑
村
本
堂
城
廻

２

調
査
時
期
お
よ
び
機
関

・
担
当
者

一
九
二
〇
年

（昭
５
）
藤
井
東

一

同
年

一
〇
月
、
文
部
省

。
上
田
三
平

３

遺
跡
の
種
類
　
　
城
柵
跡

４

遺
跡
の
年
代
　
　
平
安
時
代

５

木
簡
出
土
時
期

　

①
②

一
九
三
〇
年
、
⑥

一
九
七
二
年

（昭
４７
）
一
〇
月

６

木
簡
の
釈
文
お
よ
び
出
土
の
事
情
等

ω

　

×
□
件
精
請
取
閣
四
月
甘
六
日
寺
書
生
仙

氏
監
」

七
寸
三
分
五
厘
×
八
分
×

一
分
五
厘

②
　
名
飽
海
郡
隊
長
解
　
申
請
□
□
□
口
川
□

」
　

］Φ卜巡
Φヽ

９
騨

名
六
月
十
二
日
　
隊
長
春
日
旅
□
　
　
　
」

０
　
・
×
□
十
火
　
大
根
二
石
八
斗
八
升

　
　
　
　

（霊
）×
ω∞ふ

自
⇔

・
×
回

二
斗
八
升
二
合

い
は
現
在
所
在
不
明
だ
が
、
上
田
三
平
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
長
森
丘
陵
北

部
の

「
ホ
イ
ド
井
泉
陛
」
か
ら
東
へ
約
二
を
三
尺
は
な
れ
た
土
中
よ
り
発
見
さ

れ
た
。
中
央
よ
り
や
や
下
方
で
二
片
に
分
離
し
、
上
端
が
少
し
く
欠
け
、
文
字
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面
の
両
側
に
面
取
り
を
施
し
て
い
る
。
墨
書
は
、
月
日
の
下
の
記
名
は
甚
だ
削

落
し
て
読
み
難
い
が
、
上
方
の

「精
請
取
」
は
極
め
て
明
確
で
あ
る
と
い
う
。

下
か
ら
ｆ
字
目
は
、
■
田
氏
の
報
告
で
は

「
寿
」
と
読
ま
れ
て
い
た
が
、
最
近

発
見
さ
れ
た
、
昭
和
十
二
年
四
月
十
八
日
付
後
藤
宙
外
氏
の
手
紙
に
付
さ
れ
た

「
払
田
柵
址
よ
り́
出
上
の
木
簡
写
」
の
見
取
図
に
よ
り
、
「
書
」
で
あ
る
可
能
性

が
き
わ
め
て
強
く
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
図
に
よ
る
と
、
下
か
り
二
字
目
と
三

字
目
の
間
は
、
他
と
比
べ
て
や
や
あ
い
て
お
り
、
墨
痕
ら
し
き
も
の
が
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
右
書
状
に
、
「
高
梨
村
払
田
後
藤
十
兵
衛

公
「東
市
）
の
孫
某

少
年
の
採
集
せ
る
も
の
也
」
と
あ
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。

の
は
、
藤
井
東

一
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、

一
九
二
〇
年
九
月
七
日
の

「
厨
清

水
」
（ホ
イ
下
井
泉
吐
）脇
の
調
査
に
よ
っ
て
、
「
懺
悔
」
「
厨
家
」
「
厨
」

な
ど
の

文
字
の
あ
る
墨
書
土
器
多
数
と
と
も
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
ら
く
行
方

不
明
で
あ
っ
た
が
、

一
九
七
六
年
に
自
然
乾
燥
状
態
で
発
見
さ
れ
、
右
の
よ
う

に
解
読
さ
れ
た
。
一
飽
海
郡
」
は
出
羽
国
の
郡
名
、
「
隊
長
」
は
隊
正

・
五
十
長

に
同
じ
か
。

０
は
、

一
九
七
二
年

一
〇
月
、
「
ホ
イ
ド
清
水
」
で
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
。

材
質
は
ス
ギ
の
柾
目
で
、
上
半
部
を
欠
い
て
い
る
。
現
在
は
自
然
乾
燥
状
態
。

「
火
」
は
兵
士

一
〇
人
で
編
成
さ
れ
る
単
位
。

７

関
係
文
献

上
田
三
平
　
　
『
指
定
史
蹟
払
田
柵
阻
』
高
梨
村
史
蹟
保
存

会

議
井
東

一
　

　

「
払
田
柵
」
（秋
田
考
吉
会
々
誌
二
十
四
）

九
二
九
二

上
田
三
平
　
　
「
払
田
柵
陛
」
台
史
蹟
精
査
報
告
第
三
、
払
田

柵
趾

・
城
輪
柵
附
し

滝
川
政
次
郎

　

「
短
冊
考
―
―
払
田
柵
址
出
土
の
木
札
に
つ

い
て
―
―
」
（古
代
学
七
十
一一）
の
ち

『
法
制
史

論
叢
第
四
冊
、
律
令
諸
制
及
び
令
外
官
の
研

究
』
所
収

奈
良
修
介

・
豊
島
昂

　

『
秋
田
県
の
考
古
学
』

新
野
直
吉
　
　
「
払
田
柵
吐
か
ら
新
出
上
の
木
簡
」
（秋
大
史

学
一一〇
）

平
川
南
　
　
　
「
秋
田
県
払
田
柵
跡

・
岩
手
県
胆
沢
城
跡

・

同
落
合
遺
跡
出
上
の
本
簡
」

（第
一
回
木
簡
研

究
集
会
記
録
）

″
　
　
　
　
「
東
北
地
方
出
上
の
木
簡
―
払
田
柵
跡

・
胆

沢
城
跡
―
」
（第
三
回
木
簡
研
究
集
会
記
録
）

1977年以前出土の木簡(― )

年 年

一
九
二
八
年

一
九
五
八
年

一
九
六
七
年

一
九
七
三
年

一
九
七
六
年

一
九
七
九
年

（栄
原
永
遠
男
）


